
研
修
は
２
部
構
成
で
、
第

１
部
講
師
は
㈱
南
部
美
人
、

社
長
久
慈
浩
介
氏
が
、
第
２

く

じ

こ

う

す

け

部
は
東
大
名
誉
教
授
、
御
厨

み

く

り
や

貴
氏
で
し
た
。

た
か
し

久
慈
氏
は
「
小
さ
な
ま
ち

の
大
き
な
挑
戦
」
、
御
厨
氏

は
「
安
倍
政
権
の
展
望
」
を

テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
持
論

を
展
開
し
ま
し
た
。
中
で
も

地
方
都
市
の
経
済
戦
略
を
課

題
に
挑
戦
し
続
け
る
久
慈
氏

の
講
演
は
宮
古
市
に
置
き
換

え
て
考
え
る
と
「
地
酒
」
が

資
源
な
だ
け
に
大
変
、
刺
激

的
で
し
た
。

南
部
美
人
蔵
元
５
代
目
の

久
慈
氏
が
冒
頭
に
強
調
し
た

の
は
国
内
人
口
が
減
り
続
け

る
こ
と
を
見
越
し
て
経
営
を

維
持
す
る
た
め
の
海
外
へ
の

進
出
で
す
。
１
９
９
７
年
、

日
本
酒
の
海
外
輸
出
を
志
す

酒
造
を
集
め
、
海
外
で
の
日

本
酒
の
普
及
と
日
本
酒
の
国

際
化
を
支
援
す
る
任
意
団
体

「
日
本
酒
輸
出
協
会
」
を
立

ち
上
げ
ま
す
。
同
社
は
現
在

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
や
ロ
シ

ア
に
も
ル
ー
ト
を
つ
く
り
、

世
界
28
ヵ
国
へ
の
輸
出
を
行

っ
て
い
ま
す
。

同
氏
は
「
世
界
は
規
模
の

大
小
で
は
な
く
価
値
の
大
小

を
見
て
い
る
」
と
し
て
、
私

た
ち
に
は
普
通
の
こ
と
が
世

界
で
は
驚
か
れ
る
価
値
に
な

る
例
に
「
日
本
酒
」
を
紹
介

し
、
二
戸
市
が
産
地
の
漆
工

芸
と
セ
ッ
ト
で
市
場
を
開
拓

し
て
来
た
経
験
を
熱
く
語
り

ま
し
た
。

同
氏
は
世
界
に
発
信
す
る

舞
台
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
し
か
な
い
と
決
断
、

政
府
の
協
力
も
得
て
大
使
館

や
国
連
な
ど
を
会
場
に
「
吟

醸
酒
の
試
飲
会
」
を
開
催
、

漆
塗
り
の
木
杯
で
海
外
人
の

称
賛
を
浴
び
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
一
連
の
努
力
が
実
り

Ｉ
Ｗ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ワ
イ
ン
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
）
の
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
部
門
で

優
勝
、
世
界
一
の
酒
蔵
の
地

位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

同
氏
は
過
去
を
振
り
返
り

地
域
の
眠
れ
る
資
源
を
商
品

と
し
て
世
界
に
売
り
込
む
た

め
の
扉
は
開
い
て
い
る
、
そ

れ
が
閉
じ
な
い
よ
う
各
市
が

二
戸
市
に
続
く
よ
う
要
請
し

ま
し
た
。
終
わ
り
に
同
氏
は

大
リ
ー
ガ
ー
だ
っ
た
ジ
ャ
ッ

キ
ー
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
「
不
可

能
の
反
対
は
挑
戦
」
の
言
葉

を
引
用
し
、
早
口
で
し
た
が

情
熱
を
込
め
た
語
り
口
で
、

全
県
の
地
方
議
員
に
奮
起
を

促
し
ま
し
た
。
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13
日
、
岩
手
県
市
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員
研
修
会
が
盛
岡
市
で
開
か

れ
、
県
内
各
市
か
ら
３
０
０
人
近
い
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
二
戸
市
の

南
部
美
人
、
久
慈
社
長
の
講
演
は
参
加
者
に
大
き
な
刺
激
与
え
ま
し
た
。

13
日
、
岩
手
県
市
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員
研
修
会
が
盛
岡
市
で
開
か

れ
、
県
内
各
市
か
ら
３
０
０
人
近
い
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
二
戸
市
の

南
部
美
人
、
久
慈
社
長
の
講
演
は
参
加
者
に
大
き
な
刺
激
与
え
ま
し
た
。

希
望
の
党
の
創

設
者
と
Ｎ
Ｏ
２
が

国
政
と
の
決
別
を

け

つ

べ
つ

宣
言
し
た
。
そ
れ

は
ま
さ
し
く
、
晩

秋
の
陽
の
如
く
▼
秋
の
太
陽

ひ

は
「
釣
る
瓶
落
と
し
」
に
そ

つ

る

べ

お

の
速
さ
が
例
え
ら
れ
る
。
歌

の
セ
リ
フ
で
は
な
い
が
「
希

望
と
い
う
名
の
貴
方
を
探
し

あ

な

た

て
♪
」
と
望
み
を
託
し
た
方

の

ぞ

た

く

の
心
中
は
い
か
ば
か
り
か
▼

し
ん
ち
ゅ
う

あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
党
を
結

成
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は

安
倍
政
権
を
助
け
た
だ
け
で

終
り
か
ね
な
い
。
盛
岡
市
で

御
厨
貴
氏
は
「
希
望
」
に
つ

い
て
自
民
党
よ
り
右
寄
り
と

評
し
た
▼
代
表
だ
っ
た
小
池

百
合
子
氏
は
防
衛
大
臣
を
歴

任
、
核
武
装
論
者
。
安
倍
氏

と
は
「
日
本
会
議
」
の
参
加

メ
ン
バ
ー
で
、
本
音
は
相
通

ず
る
。
そ
の
昔
、
「
戦
は

い
く
さ

兵
ど
も
が
夢
の
跡
」
と
詠

つ
わ
も
の

う

た

わ
れ
た
▼
安
倍
氏
の
夢
は
日

本
を
戦
前
の
姿
に
戻
す
事
。

敵
対
者
に
容
赦
し
な
い
。
秘

よ

う

し
ゃ

密
保
護
法
、
共
謀
罪
等
武
器

も
用
意
さ
れ
た
。
真
の
希
望

は
共
産
党
と
市
民
＋
野
党
共

闘
の
勝
利
如
何
に
懸
か
る
。

し

ょ

う
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か

ん
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り
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ん

か

漁漁火火

【問】総合福祉センターは

前年に比べ、利用件数と利

用者数が減って管理料が上

がっているのはなぜか。実

績等で上下するのか。

【答】管理料は仕様に基づ

き年度ごとに積算し、決定

するため、実績で上下する

ことはない。

増加は人件費の部分。な

お、利用件数減は文化会館

の復旧で利用者が分散した

こと、台風10号でボランテ

ィアセンターとなったこと

の影響である。

【問】乳幼児、小中学生医

療給付事業で中学生の実質

給付額が伸びているのはな

ぜか。

【答】事業開始と給付開始

のタイミングのずれで、中

学生は平成27年４月事業開

始で６月給付開始のため、

平成27年度は10カ月分、28

年度は12カ月分の合計額と

なり、増額したように見え

ている。

○児童福祉事業

【問】虐待防止事業で解決

した虐待案件数は。

【答】ケース終結の案件が

13件、継続中が16件、施設

等への入所５件である。

【問】家庭訪問型子育て支

援事業の実績は。また、今

後委託先を増やす予定はあ

るか。

【答】平成28年度からの新

事業で68件の実績で、委託

先のNPOが独自事業で行っ

ていた前年度の46件より伸

びている。今後、推移を見

守り判断したい。

【問】放射性物質の検査結

果は、どこで公表している

のか？

【答】保育所の保護者に直

接知らせている。放射性物

質は検出されていない。

【問】放射性物質測定の検

査は毎日行っているのか。

【答】給食センターでは毎

日サンプルを取り検査を行

っている。結果は市のホー

ムページで公表している。
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果は、どこで公表している

のか？

【答】保育所の保護者に直

接知らせている。放射性物
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二
戸
市
の
世
界
挑
戦
を
学
ぶ

二
戸
市
の
世
界
挑
戦
を
学
ぶ

酒
で
漆
産
業
の
振
興
に
波
及
効
果

酒
で
漆
産
業
の
振
興
に
波
及
効
果

11
月
３
日
（
金
）
、

市
立
図
書
館
で
写
真
集

「
山
津
波
」
の
佐
々
木

宏
氏
と
「
原
生
林
の
こ

う
も
り
」
な
ど
の
出
版

で
日
本
哺
乳
類
学
会
か

ら
功
労
賞
を
受
賞
し
た

遠
藤
公
男
氏
両
氏
の
講

演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

文
化
の
日
に
ち
な
ん

で
行
わ
れ
た
講
演
は
日

本
野
鳥
の
会
宮
古
支
部

の
主
催
で
し
た
。

佐
々
木
氏
は
伐
採
の

際
の
作
業
道
の
問
題
を

指
摘
し
、
山
林
保
全
を

訴
え
ま
し
た
。
遠
藤
氏

は
蝙
蝠
が
め
っ
き
り
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
昨
今

の
変
化
に
ふ
れ
自
然
破

壊
の
原
因
と
し
て
「
風

力
発
電
」
の
問
題
点
を

あ
げ
、
自
然
保
護
の
重

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

11
月
３
日
（
金
）
、

市
立
図
書
館
で
写
真
集

「
山
津
波
」
の
佐
々
木

宏
氏
と
「
原
生
林
の
こ

う
も
り
」
な
ど
の
出
版

で
日
本
哺
乳
類
学
会
か

ら
功
労
賞
を
受
賞
し
た

遠
藤
公
男
氏
両
氏
の
講

演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

文
化
の
日
に
ち
な
ん

で
行
わ
れ
た
講
演
は
日

本
野
鳥
の
会
宮
古
支
部

の
主
催
で
し
た
。

佐
々
木
氏
は
伐
採
の

際
の
作
業
道
の
問
題
を

指
摘
し
、
山
林
保
全
を

訴
え
ま
し
た
。
遠
藤
氏

は
蝙
蝠
が
め
っ
き
り
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
昨
今

の
変
化
に
ふ
れ
自
然
破

壊
の
原
因
と
し
て
「
風

力
発
電
」
の
問
題
点
を

あ
げ
、
自
然
保
護
の
重

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

風力発電は蝙蝠等を殺傷風力発電は蝙蝠等を殺傷

輸
出
協
会
を
設
立

輸
出
協
会
を
設
立

期
待
さ
れ
る
日
本
酒

期
待
さ
れ
る
日
本
酒

授賞式満面の笑みの久慈社長（右から２人目）授賞式満面の笑みの久慈社長（右から２人目）

扉
は
開
い
て
い
る

扉
は
開
い
て
い
る

教育民生 中島市議教育民生 中島市議

福祉センターの利用は福祉センターの利用は


